
は じ め に

本邦での成人鼠径部ヘルニアに対する術式とし
て1991年に松本により導入された transabdomi-
nal preperitoneal repair (以下 TAPP法) は内
視鏡による優れた診断能, 膜構造の温存による術
後疼痛や違和感の軽減を特徴とした術式として普
及が進んでいる1)｡ 内視鏡外科手術に関する第14
回アンケート調査では, 本法は従来法, tension
free術式, totally extraperitoneal repair (TEP
法) 等を含めた総手術件数62648例中, 22526例

(全症例の36％) で施行されている2)｡ 一方で, そ
の再発率は報告のあった161施設での14415例中,
274例 (1.9％) と決して低くない2)｡ 今回我々は
当院で2019年１月までに施行した131症例152病変
の手術成績, ならびに術後再発に対して再手術を
施行した３例について, その再発形式から手術手
技の問題点と再発防止策を検討した｡ また, 再発
症例に対する当院における至適術式についても検
討したので, 文献的考察を含め報告する｡

手 術 成 績

年齢, 性別と, ヘルニア形式を日本ヘルニア学
会の ｢鼠径部ヘルニアの分類｣ に従って示す (表
１)5)｡ 年齢は65.5歳 (30-89), 男女比は119：12
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要 旨
当院では鼠径部ヘルニアに対して, 2012年２月に腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術

(transabdominal preperitoneal repair, 以下 TAPP法) を導入し, 2019年１月までに
131症例152病変を経験した｡ 術後再発を認めた６病変 (3.9％) 中３例に再手術を行った｡
再手術症例の初回手術動画を検討し, 腹膜剥離範囲が不十分であったことが再発の原因で
あると考えられた｡ よって, 対策として, 腹膜剥離範囲の見直しを行った｡ また TAPP
法術後再発症例に対する術式として, TAPP法は技術的に高度であるため, 当院におけ
る至適術式としては, Hybrid法や鼠経部切開法が望ましいと考えた｡
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